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                                   Abstract 

 Pre—Cretaceous basement rocks in and around Hyogo are divisible structurally into eight 
fault—bounded geologic units. They are generally arranged in tectonically descending order, 
forming thrust sheets , namely : 1) Oeyama Ophiolite (fragment of Ordovician oceanic crust—mantle), 
2)Akiyoshi Belt (Permian accretionary complex) , 3)Sangun Belt (high P/T type metamorphosed 
accretionary complex) , 4)Maizuru Belt (Permian to Triassic shelf deposits and Yakuno 
Ophiolite) , 5)Ultra—Tamba Belt (Permian accretionary complex) , 6)Tamba Belt (Jurassic 
accretionary complex) , 7) Ryoke Belt (low P/T type metamorphosed accretionary complex) , and 
8) Sambagawa Belt (high P/T type metamorphosed accretionary complex). 

 Thrust faults are rarely preserved on account of subsequent modification by folding and 
high—angle faulting. However, regional mapping of the boundary between adjacent units and 
laterally well—traceable rocks generally indicates that the enveloping surface of the folding of 
thrust sheets , as well as their constituents , is comprehensively nearly horizontal or gently 
sloping in various directions. In the distribution areas of the Ultra—Tamba and Tamba Belts, 
there are many isolated distributions of erosional remnants and eroded areas of thrust sheets, 
surrounded by structurally lower or upper units. They are comparable to the klippe and fenster 
of nappe structure , respectively. 

 In the distribution area of the Sangun Belt, the Jurassic accretionary complex correlatable to 
that of the Tamba Belt is exposed, and structurally overlain directly by the Sangun metamorphic 
rocks without any intercalations of rocks assignable to the Maizuru and Ultra—Tamba Belts. 
This fenster—like structure is thought to have been brought about by differential elevation and 
denudation in this area to form a dome structure, newly named the "Chizu Dome", and 
remarkable contraction to produce a disorderly superposition of thrust sheet. 

These pre—Cretaceous rocks are highly likely to form a nappe structure, on the whole, 
although the internal structure and lower—order superposition of thrust sheets are not always 
clarified. 
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は じ め に

兵庫県に分布する先白亜系基盤岩類は,広 域にわたり

白亜紀後期から古第三紀の酸性火成岩類や火山砕屑岩に

貫入 ・被覆されているため,但 馬南部,丹 波,川 西北方,

西播地方などに分断分布 している.付 加体地質学の進展

により,そ れ らは成因上,(1)古 生代の海洋地殻の断片

とみなされるオフィオライ ト,(2)海 洋 プレー トの沈み
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込みによるペルム紀から白亜紀前期の付加体,(3)ペ ル

ム紀～三畳紀の浅海陸棚相に区分され,形 成年代 ・岩相・

地質構造の相違に基づ くと,地 表 レベルで確認できる先

白亜系基盤岩類は,北 か ら南へ,(1)大 江山オフィオ ラ

イ ト,(2)秋 吉帯,(3)三 郡帯,(4)舞 鶴帯,(5)超 丹波帯,

(6)丹 波帯,(7)領 家帯,(8)三 波川帯に分けられること

が判明 した(第1図).こ れ らは大局的には,北 側に分布

する地帯を構成す る地層や岩石ほど古い形成年代を示す

(第2図).

兵庫県東部では1980～1990年 代に地質調査所か ら多く

の地域地質調査報告(5万 分の1地 質図幅)が 出版され,

舞鶴帯 ・超丹波帯 ・丹波帯の区分,構 成層の岩相 ・年代,

地質構造が明らかにされている.一 方,兵 庫県西部 とそ

の西方の先白亜系基盤岩類は東部のそれ らとは異なった

構造 的累重関係を示 し,東 部にはみられない三郡変成岩

類や低度の広域変成作用をうけたジュラ紀付加体が分布

している.鳥 取県南東部では三郡帯の変成岩類が,舞 鶴

帯 ・超丹波帯を欠 き,丹 波帯のジュラ紀付加体に対比 さ

れる非変成層 と断層で接 し,兵 庫県西部では帯状分布す

第1図 近 畿地 方 の 地帯=構造 区 分(小 林,1995).

第2図 兵庫県周辺の基盤岩の年代分布(小 林,1995).



る地帯の主要分布域から孤立 し,大 小の島状に分布する

先白亜系 も数多 くみられる(第1図).こ れ ら兵庫県西部

に分布す る基盤岩類の地質構造,西 部 と東部におけるそ

れらの構造関係,さ らには周辺域を含めた兵庫県の基盤

岩類全体の地質構造についても不明な点が多い.

最近,兵 庫県地質解説書 ・地質編,同 ・土木地質編,

兵庫県地質図(10万 分の1)か ら成る 「兵庫の地質」(兵

庫県土木地質図編纂委員会,1996)が 刊行 された.県 下

の先白亜系基盤岩i類も新たな地帯構造区分に従い,地 帯

と地域 ごとに構成層 ・構成岩の起源,岩 相,年 代,地 質

構造の概要が1993年 までに得 られたデータをもとに記述

されている.同 書には周辺域を含めた兵庫県全体の大地

質構造図や同断面図などは掲載 されているが,詳 細につ

いての説明はなされていない.

本文では,兵 庫県とその周辺に分布する先白亜系基盤

岩類の露出分布の概略を第3図 に示 し,前 述 した8つ の

構造区分に したがい,主 として分布域 ・岩相 ・地質構造

を中心に して記述する.そ して,こ れ らをもとに して形

成期 と形成過程に触れながら先 白亜系基盤岩類の地質大

構造について議論する.

先 白亜 系基 盤 岩 類 の地質

(1)大 江山オフ ィオライ ト

近畿地方北部か ら中国地方にかけて2帯 の超苦鉄質岩

体が識別 される.大 江山オフィオライ トと総称 され る

(Kurokawa,1985;石 渡,1989)北 側の岩体は蛇紋岩化

の著 しいカソラソ岩を主体とし,小 規模のクロム鉄鉱を

胚胎 し,東 から西へ,京 都府大江山,兵 庫県出石,関 宮,

鳥取県若桜へと追跡 される.そ れらの延びの方向はほぼ

東西であり,舞 鶴帯以南の帯状配列 とやや斜交 している

(第1図).南 側のものは後述す る舞鶴帯の夜久野オフィ

オライ トの最下位を占める超苦鉄質岩類である.

大江山岩体 はオフィオライ ト層序の:(1)最 下位を占

める構造変形の著 しい超苦鉄質岩相(溶 け残 りカソラソ

岩);(2)そ の上位の沈積岩相;(3)さ らに上位の塩基性

貫入岩にそれぞれ対応すると考えられる3つ の岩石ユニッ

トか ら成 る(Kurokawa,1985).大 江山オフィオライ ト

を構成する各岩石ユニットの特徴は以下のとおりである.

1)溶 け残 りカソラソ岩相:そ れぞれの岩体の大部分を占

め,レ ルゾライ トもしくはハルツバージャイ トから成る

(宇田,1984);2)沈 積岩相:ダ ナイ ト・ウェーライ ト・

カソラソ石単斜輝岩 ・ハソレイ岩質岩から成 り,閃 緑岩・

閃緑岩質ペ グマタイ ト・トロニエマイ トなどの優白岩類

第3図 兵庫県周辺の先白亜系基盤岩分布.



を伴 う(黒川,1984;Kurokawa,1985);3)塩 基性貫入

岩:ハ ソレイ岩や輝緑岩から成 り,玄 武岩質火山岩類は

ほとんどみ られない.

大江山オ フィオライ トはオル ドビス紀の放射年代(若

桜岩体のハソレイ岩の角閃石のK-Ar年 代は446-469Ma:

西村 ・柴 田,1989)を 示 し,沈 積岩相の層状構造は不鮮

明で,オ フィオライ トの上部を欠き,構 成岩石の化学組

成か らも夜久野オフィオライ トとは明らかに区別される.

また,大 江山岩体には藍晶石や十字石を含む緑簾i石角閃

岩が含まれ(Kurokawa,1985),関 宮や若桜の岩体には

ヒスイ輝石の岩塊が含まれるため,大 江山オフィオライ

トはかな り高い圧力のもとで変成 された と考え られる

(石渡,1989).こ のようなことから,搬 入過程やその後

の造構過程を含め,夜 久野オフィオライ トとは起源を異

にす るものとみなされる.

(2)秋 吉帯

超苦鉄質岩から成る大江山岩体の南側に,チ ャー トと

塩基性の凝灰岩 と溶岩を含み,主 として泥岩から成る下

見谷層(猪 木 ・黒 田,1965)が 舞鶴西方に分布 している

(第4図).下 見谷層は泥岩 ・砂岩 ・酸性凝灰岩 ・赤色凝

灰岩 ・塩基性火山岩か ら成る層厚3,000mの 中部ペルム

系沖合相から成る(鈴木,1987).ま た,黒 色泥岩か らの

放散虫化石により下見谷層の一部は舞鶴層群中部層と同

時異相の関係にあり,石 炭紀後期 とペルム紀初期の コノ

ドソトや放散虫化石の産出により下見谷層に含まれるチャー

トは異地 性岩塊 とされ ている(lshigaandSuzuki,

1984).下 見谷層は周囲に分布す る地層や岩体 と断層で

接するが,鈴 木(1987)の 地質図によると,舞 鶴帯の三畳

系志高層群に一部不整合で被われる.下 見谷層の層序や

地帯構造上の帰属は研究者により異なるが,上 記の特徴

か ら秋吉帯に属するペルム紀の付加体 と考えられる.

兵庫県では大江山図幅内の但東町薬王寺付近に下見谷

層の分布が図示されている(猪木 ・黒田,1965).こ の地

域の下見谷層は出石岩体の南東方に位置 し,西 北西一東

南東の走向で南に急傾斜する.京 都府境にかけ南東方向

に4.5kmレ ソズ状に分布するが,白 亜紀後期の花崩岩体

に貫入 され,大 江山岩体南方に広域分布する下見谷層と

分断 されている.

(3)三 郡帯

藍閃変成作用を受けた変成帯で,変 成鉱物の組み合わ

せか ら,パ ソペリー石一緑泥石帯→パソペ リー石一アク

チノ閃石帯→緑簾石一藍閃石帯→バロア閃石帯に分帯さ

れる.三 郡帯には,泥 質片岩 ・塩基性片岩 ・泥質片岩と

塩基性片岩の互層 ・珪質片岩 ・砂質片岩 ・石灰質片岩な

ど様々な結晶片岩のほか,蛇 紋岩 ・変ハソレイ岩,さ ら

にはキースラガー型鉱床 も伴われる.

第4図 舞鶴～夜久野地域の地帯構造図(中沢,1961aを一部変更).

秋吉帯は下見谷層,志 高帯と中帯はペルム・三畳系,北

部貫入岩体・北帯・南帯は夜久野岩類から成る.

三郡帯は,柴 田 ・西村(1989),Nishimura(1990)に

よると,三 郡一蓮華帯,周 防帯,智 頭帯に三分され,変

成年代はそれぞれ,石 炭～ペルム紀,三 畳紀,ジ ュラ紀

とされている.こ れらのうち,石 炭紀の変成年代を示す

変成岩の多 くは長門構造帯などの横ズレ構造帯に分布 し

ている.県 下では,三 郡変成岩は関宮岩体の南縁部と佐

用町北部に小露出するが,放 射年代値は得られていない.

本文では便宜上,変 成年代がジュラ紀の三郡変成岩の分

布域を 「三郡帯A」,変 成年代不明の三郡変成岩分布域

を 「三郡帯B」,石 炭紀の変成年代値が得 られている三

郡変成岩の分布域を「三郡帯C」 と呼び,そ れらの分布を

第5図 に示す.兵 庫県西部とその西方の三郡変成岩は,

後述するように,八 東層(三郡帯A),大 原層(三郡帯B),

志谷層(三 郡帯C)か ら成る.

氷 ノ山東方の関宮町西部の三郡変成岩は鳥取県若桜地

域の八東層の東方延長上に位置するが,変 成年代値は得

られていない.そ れらは層面片理 と斜交壁開の明瞭な泥

質片岩および塩基性火山岩 ・同火砕岩源の塩基性片岩を

主とし,珪 質片岩 ・石灰質片岩を來む.変 成鉱物の組み

合わせから中圧～高圧の藍閃石片岩ない しは緑色片岩の

変成相に属する.中 瀬鉱山付近の三郡変成岩は泥質片岩

と塩基性片岩の互層から成 り,鉱 脈の母岩となっている.

鉱山坑内下部では多 くの蛇紋岩小岩体に貫入 されている

(金属探査事業団,1988).

大屋町由良の三郡変成岩は,緑 色片岩と黒色片岩を主

体 と し,関 宮岩体 と舞鶴帯の境界域 に沿って,延 長約

1.5km,幅 約0.5kmに わた り分布 している.関 宮町西部

の三郡帯Bの 東方延長 とみなされるが,石 渡(1989)に よ

ると,一 部は三郡帯Cに 含められる.

佐用町北部の舞鶴帯の北側に分布す る三郡変成岩(神

戸 ・広川,1963)は 岡山県大原町および東粟倉村の三郡

帯Bの 変成岩 と断層で接 している.



第5図 兵庫県西部とその西方における大江山オフィオライ ト・三郡変成岩 ・弱変成ジュラ紀付加体の分布.

第6図 舞 鶴 層群 の対 比(ペ ル ム ・三 畳 系 ワー キ ソ グ グル ー プ,1975).1:礫 岩,2:砂 岩,3:シ ル ト岩,4:頁 岩,5:級 化 互 層,6:塩 基 性

火 山 岩類,7:同 千 枚 岩 質岩,8:千 枚 岩 質 粘板 岩,9:石 灰 岩,10:化 石 層 準(L;Lepidolinakumαensis化 石 群,P;Palaeofusulina

化 石群,R;Reichelina-Colaniella化 石群),11:断 層.



(4)舞 鶴帯

福井県西部から京都府北部,兵 庫県中央部を経て岡山

県東部にいたる長 さ120km,幅10～20kmの 地帯が舞鶴

帯 と呼ばれている.さ らに,そ の西方延長は断続的に広

島県西部まで追跡 される.西 播地方で"上 郡帯"あ るい

は"上 月一龍野帯"と よばれていた地帯の一部は舞鶴帯

に含められる.

舞鶴帯はペルム系舞鶴層群,中 ・下部三畳系夜久野層

群,上 部三畳系難波江層群,夜 久野岩類か ら成 り,そ れ

らの模式的な層序 ・地質構造などは京都府の舞鶴～夜久

野地域と福井県高浜町で確立された(中沢,1957,1961a;

Nakazawa,1958;中 沢ほか,1958;清 水ほか,1962).

舞鶴帯のペルム系～三畳系は県下ならびに周辺の先白亜

系のなかでは例外的に正常な地層の上下関係を有する陸

棚相であ り,ペ ルム紀やジュラ紀付加体に普遍的にみ ら

れるチャー トのような遠洋性堆積物は欠如 している.舞

鶴層群の層序と=構造は1950～1960年 代の前半に明らかに

され,1970年 代の中頃に修正 されたが(ペ ルム ・三畳系

ワーキソググループ,1975,な ど),兵 庫県の場合では,

今後の検討課題 も数多 く残されている.夜 久野岩類は地

向斜初期の塩基性火成活動の産物 と考え られてきたが,

主 として海洋地殻 と一部,上 部マソ トルに由来する一連

の オ フ ィオ ライ トとみ なす のが 現在 の通説 で あ る

(lshiwatari,1990).

(4)-1.舞 鶴層群

舞鶴地域に模式的に分布 し,下 部層,中 部層,上 部層

に分けられる.こ れらのほか,京 都府大江町河西地域に

限 り,舞 鶴層群最上位とされた公庄層(層 厚250m)が し

られている(第6図;清 水ほか,1962).

下部層:変 質のため緑色あるいは赤褐色を呈する玄武

岩質火山岩類や同質の火砕岩類を主とし,ふ つう上位に

粘板岩類や砂岩をレソズ状に來む.兵 庫県で明らかに下

部層 と考えられる地層は,一 宮町北部(第7図)の 井内層

(清水ほか,1962),龍 野市西部周辺(第8図)の 龍野層群

中部層(猪 木 ・弘原海,1980;後 藤,1986)な どである.

龍野市西部では所々に枕状溶岩を産 し,南 縁はかつて
"竜野変成帯の三郡型変成岩"(池 辺

,1961)と された超

丹波帯の千枚岩類と逆断層で接する(第21図).こ のほか,

明延周辺をは じめ,県 下の舞鶴帯分布域の広い範囲に下

部層が分布 しているとみなされるが,詳 細については不

明である.

中部層:頁 岩 ・砂岩 ・礫岩から成る.黒 色泥質 ・塊状・

無層理の頁岩を主体 とし,連 続性に乏 しい泥質礫岩ない

しは含礫泥岩を來む.礫 岩層の礫はよく円磨されていて,

径20～30cmに 達す ることがある.細 礫岩 ・粗粒砂岩の

基質か ら時代判定に有効な有孔虫化石を産する.兵 庫県

では,大 屋町～養父町の御祓山周辺(第9図)の 南谷層群

(中沢 ・志岐,1954)の 一部,一 宮町北部の横山層(清 水

第7図 一一ノ宮 町三 方 地域 の地 質 図(Shimizu,1962).



第8図 龍野 市 西 部 の 地 質 図(後 藤,1986を 簡 略 化).1:夜 久 野 岩類,2:龍 野層 群 中 部 層,3:龍 野 層群 上 部 層,4:平 木 層,5:石 灰 岩,

6:龍 野 層 群 下 部層,7:白 亜 紀 火成 岩 類;8:釜 出角 礫 岩.

第9図 大屋 町 一 養 父 町境 の 御 祓 山地 域 の 地 質 図(長 谷 ほ か,1983).1:玄 武 岩,2:流 紋 岩,3～6:御 祓 山 層群(3:砂 岩 ～

シル ト岩 層G2～G3,4:円 礫 岩層G1,5:砂 岩 層N2,6:基 底礫 岩層N1),7:夜 久野 複 合 岩 類,8～10:舞 鶴 層

群(8:酸 性 凝 灰 岩 と泥 質 岩 の互 層,9:塩 基 性 火山 岩 類,10:泥 質 岩),11:ア ソモ ナ イ ト産地.



ほか,1962)と されたものは中部層に対比される.こ の

ほか,中 部層に特徴的なフズリナ化石を産する粗粒砂岩

が安 富町末広 に分布す る(NakazawaandShimizu,

1955).西 播地方か ら但馬地方南部では,金 属i探査事業

団(1988)に よる広域調査がなされてお り,中 部層あるい

は次に述べる上部層が広 く分布 していると思われるが,

これらの地域の舞鶴層群の層序や模式地 との対比など詳

細は不明である.

上部層:黒 色粘板岩を主体 とし,頁 岩 ・砂岩 ・レソズ

状石灰岩を來む.石 灰岩は上部ペルム系の指標で国際対

比に有効な有孔虫群集を産す る.兵 庫県では大屋町御祓

山付近の南谷層群の一部(中 沢 ・志岐,1954),一 宮町北

部の三方層(清 水ほか,1962),龍 野市西部周辺の龍野層

群上部層(長 谷ほか,1981;後 藤,1986)な どが上部層に

対比 される.三 方層は以前,上 記の横山層の下位に重な

るものとされていた.

(4)-2.夜 久野層群

模式地の夜久野層群をはじめ,京 都府各地に広 く分布

する下 ・中部三畳系が夜久野層群 とよばれている.模 式

地の夜久野層群の西方延長と考えられる和田山町東部の

白井南方に分布す る三畳系(中 沢,1961b),大 屋町～養

父町にかなり広く分布する御祓山層群(中沢 ・志岐,1954),

一宮町北部の上岸田層(中 沢 ,1961b)と 百千家満北方に

点在する下部三畳系アンモナイ ト産出層(ペ ルム ・三畳

系 ワーキソググループ,1975),龍 野市西部の平木層(後

藤,1986)が 化石の産出により確認 された兵庫県の夜久

野層群相当層である.養 父町東部～和 田山町大倉部山地

域に分布する広谷層は御祓山層群の東方延長とみなされ

ている(広 川ほか,1954a).安 富町末広からは三畳紀最

初期 のア ソモナイ トの産出報告はあるが(Nakazawa

andShimizu,1955),露 頭は未発見である.

夜久野層群は各地域ともに礫岩や砂岩に富む下部層と

泥質岩に富む上部層に分けられる.下 部層は同一地域で

も岩相の側方変化が著 しいが,全 体 として北方粗粒化を

示す(1)粗 粒相,(2)中 粒相,(3)細 粒相が識別 される

(第10図).北 側の粗粒相の一部は礫岩が特に厚 く,デ ル

タ相を示すとみなされる.ア ソモナイ トや二枚貝化石の

産出か ら,夜 久野層群の年代 は下部層がScythian,上

部層がAnisianか ら一部Ladinianに 及ぶと考えられてい

る(中沢ほか,1958).

御祓山層群は夜久野層群下部の(1)粗 粒岩相に属 し,

下部の新倉谷層(層 厚45～90m)と 上部のガソノス層(層

厚330m以 上)か ら成 り,舞 鶴層群(南 谷層群)を 不整合に

被う.新 倉谷層はN1とN2の2部 層に,ガ ソノス層はG1・

G2・G3の3部 層に分け られる(中沢 ・志岐,1954).G2

部層は二枚貝化石を多産するほか,三 畳紀初期のアソモ

ナイ ト3種 も報告 されている(長谷ほか,1983).上 岸田

層は夜久野層群下部層の(2)中 粒岩相に属 し,層 厚は数

100mに 達す る.平 木層は層厚700～750mで,砂 岩 ・頁

岩を主体 とし,少 量の礫岩 と長径20～30mの 石灰岩 レソ

ズを來んでいる(第8図).石 灰岩からAnisianの 有孔虫

化石を産す ることから,夜 久野層群上部層に相当すると

思われる.

(4)-3.難 波江層群

福井県高浜町難波江を模式地 とし,そ こか ら西南西へ

断続的に京都府夜久野地域へと分布する,浅 海性から一・

第10図 夜久野層群の地域別地質柱状図とそれらの対比(中沢ほか,1958).



第11図 難波江層群の地域別地質柱状図とそれらの対比(中沢,1957).

部汽水性の砂岩と頁岩を主体 とした地層が難波江層群と

呼ばれている(中 沢,1957).舞 鶴帯の構成要素のなかで

は最 も分布面積が狭 く,分 布 も限られている.岩 相の特

徴によりN1か らN4の4累 層に分けられているが,4累

層がすべてそろっているのは模式地だけである(第11図).

兵庫県では,一 宮町北部の千町にのみ局所分布 し,千

町層 と命名 された(弘 原海 ・清水,1963).下 位層 との関

係は断層 により不明であるが,層 厚約400mで,薄 い黒

色頁岩を來む青灰色の粗粒砂岩から成 り,シ ル ト岩から

は二枚貝化石を産する.岩 相 と化石か ら模式地における

N2層 に対比されている.

(4)-4.夜 久野岩類

変ハソレイ岩 ・輝緑岩 ・変玄武岩 ・変成岩類 ・花崩岩

質岩など低度の変成作用をうけた塩基性岩を主体とした

様々な火成岩と変成岩を夜久野岩類 とよんでいる.変 玄

武岩には泥質岩や砂質岩が伴われることがある.京 都府

北部では,こ れ らの岩石は陸棚相ペルム系～三畳系から

成る地帯を來んで2帯 あるいは3帯 にわた り分布す る

(第4図).兵 庫県では,大 屋町～一宮町,朝 来町,か つ

ての"上 郡帯"な どに広 く分布するが,京 都府北部でみ

られるような帯状配列は必ず しも明瞭ではない.1960年

代末以降,福 井県西部か ら京都府綾部北方の地域,兵 庫

第12図 福井県西部の夜久野オフィオライトの復元模式断面図(石渡,1978).



第13図 朝 来 町 地 域 の地 質 図 と地 質 断 面 図(早 坂,1987).1:超 苦 鉄 質 岩(主 に輝 岩),2:輝 岩 メソバ ー と ハ ン レイ岩 メ ソバ ーの 漸

移 帯,3:変 ハ ソ レイ岩(塊 状 片 麻状 ハ ソ レイ岩),4:片 状 角 閃 岩,5:主 に 塩基 性 凝灰 岩 起 源 の結 晶片 岩,6:ド レライ トと

玄 武岩,7:玄 武岩 溶 岩 を ひん ぱ ん に伴 う泥岩,8,9:第2期 夜 久野 岩 類(8:石 英 閃緑 岩;9:ト ー ナ ライ ト),10:舞 鶴 層

群,11,12:超 丹 波 帯 氷上 層(12:塩 基 性 ～ 中性 凝 灰 岩,11:そ の他 の岩 石),13:所 属 不 明の 角礫 岩,14:白 亜 火山 岩類.



県朝来地域,岡 山県井原地域など夜久野岩類の分布域で

詳細な岩石学的な研究がなされ,野 外での産状 ・化学組

成 ・同位体化学 ・放射年代などをもとに国内外や海洋底

の塩基性～超塩基性岩類との比較検討が行われた.そ の

結果,夜 久野岩類は初生的な構造は失われているが,本

来は一連の火成層序を形成 していたと考えられ(第12図),

石渡(1978)以 来,夜 久野オフィオライ トと呼ばれ,そ の

起源や形成過程が論 じられてきた.

朝来地域の夜久野岩類は舞鶴帯の南部に位置 し,3枚

のスラス トシー トか ら成るナップ構造をつ くり,南 側の

超丹波帯に低角衝上 している(早坂,1987).ス ラス トシー

トの境界面は地形に大 きく支配 され入 り組んだ分布形態

を示 し,個 々のスラス トシー トの最上位は舞鶴層群か ら

成る(第13図).こ の地域の夜久野オフィオ ライ トのオ リ

ジナルな火成層序は下位か ら上位へ,(1)輝 岩メソバー

(超苦鉄質岩か ら成 る)→(2)漸 移帯(超 苦鉄質岩 と変ハソ

レイ岩から成 る)→(3)下 部ハ ソレイ岩 メソバー→(4)上

部ハ ソレイ岩 メソバー→(5)ド レライ トメソバーの順に

復元 され,大 量の トーナライ ト・石英閃緑岩のような花

崩質岩は(4)と(5)の メソバーに多 くみ られ,(5)は ドレ

ライ トと少量の変玄武岩,そ れに伴われる凝灰岩や泥質

岩から成る.

(5)超 丹波帯

超丹波帯は従来の丹波帯の最北部,す なわち舞鶴帯の

南縁沿いに福井県から岡山県まで連続するペルム紀付加

体である.丹 波帯の構造的上位に重なることから超丹波

帯と名付け られた(Caridroitandothers,1985).超 丹

波帯はUT1・UT2・UT3の3亜 帯に分けられ,そ れ

らの年 代や地 質=構造 は類 似す るが,岩 相 が 異な る

(lshiga,1990,な ど).ブ ロック岩体はチャー トや緑色

岩 ・少量の石灰岩などか ら成 り,そ れらの年代は石炭紀

とペルム紀を示す.UT1は 緑色砂岩に,UT2はUT1

に少ないチャー トや珪質岩 と泥質岩の互層から成るブロッ

ク岩体によ り特徴つげ られ る.UT3はUT2の 構造的

上位に重なることなどからUT2か ら分離された(lshiga,

1990).兵 庫県周辺のそれ らの分布を第14図 に示す.

篠山地域では(第15図),丹 波山地の地質大構造の支配

を受け,超 丹波帯は舞鶴帯の南側の主要分布域のほか,

シソフォーム部にあたる篠山盆地周辺にも分布 し,ペ ル

ム紀付加体の柏原層と上滝層,上 滝層を不整合に被 う味

間層から成る(栗本ほか,1993).味 間層に対比される地

層は川西北方の北摂山地に も孤立分布 している(松浦ほ

か,1995).朝 来～青垣町西部の地域では(第16図),灰

黒色千枚岩質粘板岩を主 とし,緑 灰色千枚岩質粘板岩 ・

砂質粘板岩 ・砂岩 ・チャー ト・石灰岩がほぼ東西に分布

している(広 川ほか,1954b).構 造的に下位よ り,丹 波

第14図 兵 庫 県 とそ の 周辺 の 超 丹 波 帯 の地 質 構 造 区分(UT1,UT2,UT3)と それ らの 分 布(lshiga,1990を 簡 略 化).



第15図 篠 山地 域 の地 質 概 略 図(栗 本 ほ か,1993).

第16図 朝 来～ 青 垣 地 域 の 地 質 概 略 図(早 坂,!987を 一 部 変 更 ・

追 加).1:夜 久 野 岩類,2:舞 鶴 層 群,3:超 丹 波 帯,4:丹

波 帯II型 地 層 群.

帯→超丹波帯→夜久野岩類が累重 し,朝 来山南方の丹波

帯は,北 翼が夜久野岩類,南 翼が超丹波帯の,両 翼を異

にするフェソスターをな していると推定 される.

千種川 と市川の間の中国自動車道の南北両側には,上

位の白亜紀火山岩類が浸食 されたため,基 盤岩類がほぼ

東西に広 く分布 している.こ れらは砂岩と泥岩を主体と

した単調な岩相からなり,大 半が丹波層群相当層 として

一括されていた.し かし,最 近では前述の三畳紀最初期

のアソモナイ トなどが発見された安富町末広など一部の

小地域を除 くとほとんどが超丹波帯に属す とされている

第17図 山崎町西部土万付近の地質図と地質断面図(岡本 ・後藤,

1987).

(石賀 ・楠,1986).山 崎町西部か ら三 日月町北部にかけ

ての地域は北から,夜 久野岩類,ペ ルム系土万層,時 代

未詳山崎層,時 代未詳三 日月層に区分された(神 戸 ・広

川,1963).そ の後,土 万層 と山崎層は超丹波帯構成層

に対比されること,夜 久野岩類は土万層に低角衝上 して

いること(第17図;岡 本 ・後藤,1987),三 日月層の一部

からジュラ紀放散虫を産する(石 賀 ・楠,1986)こ とが明

らかにされた.こ れらの ことから,後 述するように,舞

鶴帯南縁の夜久野岩類が超丹波帯に低角衝上 し,舞 鶴帯

のペルム ・三畳系が超丹波帯に クリッペとして残存 し,

丹波帯が超丹波帯にフェソスターとして顔を出している



可能性が強 く,こ の地域全体がほ とんど水平な摺曲波面

を描いていると推定され,地 質構造上,重 要である.

上月～龍野地域では上郡帯に含められていた上月層

(猪木 ・弘原海,1980)と 龍野層群下部層(後 藤,1986)が

それぞれUT3亜 帯 とUT2亜 帯に,上 月層の北側に分

布するかつての丹波帯構成層とされた三 日月層(前述)が

UT2亜 帯に属す とされている(lshiga,1990).な お,

龍野層群下部層は⊥郡帯の南側に分布する,前 述の"竜

野変成帯の三郡型変成岩"(池 辺,1961)に 相当 し,相 生

町小河から龍野市中垣内付近では千枚岩は片理構造が明

瞭で泥質岩や砂岩を源岩 とし,時 に玄武岩質岩 ・チャー

トの薄層や石灰岩 レソズを來み,明 延地域の舞鶴層群最

下部層に対比されていた(猪木 ・後藤,1981;後 藤,1986).

大屋町南部及び一宮町南部か ら波賀町南部一帯にかけ

て,片 状構造に富み,低 変成作用を受けた地層が分布 し

ている(金属探査事業団,1988).こ れらは泥質岩を主体

とし,塩 基性凝灰岩 ・チャー ト・砂岩の薄層を來み,見

かけ上,舞 鶴層群下部層の下位に位置することか ら舞鶴

層群最下部層とされている.こ の地層はいずれの地域で

も舞鶴層群の背斜部に露出 し,変 形が著 しいが,大 局的

には東西方向を軸 とする小摺曲の繰 り返 しによる複背斜

構造を形成 している.こ れら舞鶴層群分布域に露出する

千枚岩質岩層をlshiga(1990)は 超丹波帯の大飯層相当層

とみな し,超 丹波帯の フェソスターを成す ものと考えて

いる.

(6)丹 波帯

丹波帯はジュラ紀の付加体か ら成 り,南 側で領家変成

作用を被った地帯は領家帯と呼ばれる.最 大分布幅は約

100kmに 及ぶ.そ の東方延長は美濃帯 ・足尾帯に続き,

西方に向かっては分布幅を狭めながら山口県まで追跡 さ

れる.

兵庫県では,加 古川上流の氷上盆地北部から六甲山ま

での東北東一西南西方向に帯状分布す る幅約60kmの 地

域が丹波帯に属するが,広 域にわた り,白 亜紀後期の火

山岩類や花崩岩類に被覆あるいは貫入されている.

篠山地域の丹波帯 ・超丹波帯の構成ユニ ットは,ほ ぼ

東西の摺曲軸をもつ シソフォーム ・アソチフォームを繰

り返 し,シ ソフォーム部には構造的上位のユニッ トが,

アンチフォーム部 には構造的下位のユニ ットが分布 し

(第18図),丹 波帯構成層は1型 地層群とII型 地層群に2

大分 される(第19図;石 賀,1983).篠 山シソフォームや

黒井アソチフォームなど1次 オーダーの摺曲軸はほとん

ど垂直で,か つシソフォーム ・アソチフォームの摺曲波

面が緩やかなため,同 一時代に形成されたユニッ トが南

北方向に繰 り返 し出現する(第18図).篠 山盆地周辺の超

丹波帯は構造的下位のユニット(丹波帯II型 地層群)に 取

り囲まれ(第15図),超 丹波帯の主要分布域から隔離 され

第18図 篠 山盆 地 北 方 の地 質 概 略 図(石 賀,1983).1:篠 山 層

群,2-7:丹 波 層 群(2-5:II型 地 層 群;6,7:1型 地 層

群),2:高 城 山 層 お よび 新 庄 層(砂 岩 お よび 泥 岩 を 主

とす る),3:砂 質 泥 岩 お よび 砂 岩,4:層 状 チ ャ ー ト

(P:ペ ル ム紀 な い し後 期 石 炭 紀),5:緑 色 岩,6:珪

質 シル ト岩,黒 色 頁岩 な い し砂 岩,7:層 状 チ ャ ー ト

(Tr-EJ:三 畳 紀 ～前 期 ジ ュ ラ紀).

ているためクリッペとみなされる.陸 成の下部 白亜系篠

山層群は超丹波帯の構成ユニ ットを不整合に覆い,上 部

白亜系有馬層群は篠山層群 とその下位の基盤岩類(超 丹

波帯 と丹波帯の構成ユニ ッ ト)を不整合に覆 っている.

さらに,有 馬層群は基盤岩類のシソフォーム ・アソチフォー

ム構造に参加 していない.そ れゆえ,超 丹波帯 とおそ ら

く丹波帯の付加体 も篠山層群堆積前の白亜紀前期には陸

化 し,西 南日本内帯のナップは有馬層群堆積前におおま

かな基本構造が形成 された といえる.

丹波帯の構成ユニットは1型 ・II型地層群,○ ○ユニッ

ト,○ ○ コソプ レックス,あ るいはTI・TIIa・



TIIb・TIIcと 研 究者 に よ り呼称 は異 な るが,図 幅 間

あ るいは地域 間での構造 的な対比 は可能 であ る.

篠 山 図幅 の丹波帯 は○○ コソプ レックスと呼ば れる ブ

ロ ック岩体 を含み,変 形 が著 しく,層 序学 的上下 関係を

もた ない ユニ ッ ト(堆 積岩 コソプ レ ックス:栗 本ほ か,

1993)と,変 形程 度 の小 さい層序学 的上下 関係 を示す 整

然 層に2大 分 されて いる(第15図).前 者 は構造的下 位 よ

り,篠 山盆地 の北側 で は,黒 井 コ ソプ レックス,(1型

地 層群),三 尾 コソプ レックス,佐 仲 コソプ レ ックス,

藤 岡 コソプ レックス(以 上II型 地 層群)に,盆 地 の南側で

は佐仲 コソプ レックスに対応す る古市 コソプ レ ックス,

藤 岡 コソプ レックスに対応 す る城南 コソプ レックスに分

け られ,盆 地 南側で は黒 井 コソプ レ ックス,三 尾 コソプ

レックスに対応す るユ ニ ッ トは分布 しな い(第15図;栗

本ほか,1993).

II型地層群に含められる堆積岩 コソプレックスは,個 々

のコソプレックスごとに構成比は異なるが,全 体 として

頁岩を主体とし,海 洋起源のチャー ト・緑色岩,陸 源性

の砂岩のブロックや層状岩体から成る.石 灰岩ブロック

は極めて稀で,藤 岡 コソプレックスにのみ転石と して産

す るだけである.緑 色岩 と互層 した り,緑 色岩を多量に

含む頁岩の ような頁岩 ・緑色岩の複合層も存在する.三

尾コソプレックスのチャー トを主体 とした異地性層状岩

体は見かけの厚 さが500mに 達 し,東 西方向によく連続

し,通 称多紀アルプスの尾根部を形成 している.黒 井 コ

ソプレックスの岩相は頁岩を主体とす るが,石 賀(1983)

が指摘 しているように,II型 地層群のものとはかな り異

な り,砥 石型珪質頁岩 ・チャー ト・砂泥互層を含み,緑

色岩ブロックは分布 しない(第19図).こ れ らのなかで砥

石型頁岩は最古の年代を示 し,チ ャー トの下位に位置 し,

淡い緑味を帯びた灰色で層理面に平行に割れやすい.非

常に微粒でシル ト粒を全 く含まないため,遠 洋性堆積物

と考えられている.

放散虫化石によって示 されるブロック岩体 とそれらを

取 り囲む頁岩の年代は構造的上位へ向かうに従 って古 く

なる(第20図).こ の年代極性からしても明らかなように,

堆積岩コソプレックスは三畳紀後期後半(藤 岡コソプレッ

クス)か らジュラ紀中期後半～後期中葉あるいはそれ以

第19図 篠 山盆 地 北 方 の丹 波 帯,1型 地層 群 とII型 地 層 群(石 賀,

1983).

第20図 微化石年代による篠山地域の丹波帯構成岩類の年代分布

(栗本ほか,1993).



降(黒 井 コソプレックス)に及ぶ海洋プ レー トの連続的な

沈み込みに伴 う付加体として形成 されたことは明 らかで

ある(栗本ほか,1993).

これに対 し,高 城山層は構造的下位の藤岡コソプレッ

クス ・城南 コソプ レックスならびに構造的上位の超丹波

帯の構成ユニットと断層で接 し,層 序学的上下関係を有

する全層厚235mの 砂岩 ・頁岩から成 り,篠 山盆地を取

り囲む ように分布す る(第15図).砂 岩は塊状,中 粒,灰

色～灰白色で淘汰がよく,成 層 し,頁 岩と互層すること

がある.頁 岩は黒色ないしは暗灰色で成層 し,剥 離性の

発達は弱く,ジ ュラ紀中期ない しは後期の放散虫化石年

代を示す(栗 本ほか,1993).

川西北方の広根地域(松 浦ほか,1995)と 加西周辺の北

条地域(尾 崎ほか,1995)の 丹波帯は変形が著 しく異地性

ブロック岩体を含み層序学的上下関係を示 さない堆積岩

コソプレックスから成 り,陸 棚斜面相とみなされる整然

層(栗 本ほか,1993)の 存在は確認 されていない.両 地域

ともに,篠 山地域 と同様に,構 造的下位より上位へ,丹

波帯1型 地層群→丹波帯II型 地層群→超丹波帯が累重す

る.北 条地域では超丹波帯のさらに構造的上位に舞鶴帯

夜久野岩類のハソレイ岩が分布 している.

西播地方では,か つて古生層 とみなされていた石灰岩・

チャー ト・緑色岩などを含む泥岩 ・砂岩 ・砂泥互層の多

くは今 日では超丹波帯に属すると考えられている.し か

しながら,龍 野市西部(第21図)と 姫路市北部(第22図)の

かつての古生層は化石年代資料か ら丹波帯のメソバーと

考えられている(後藤,1986).龍 野市西部では,粘 板岩

ない しは千枚岩質粘板岩を主とし,チ ャー ト・砂岩 ・緑

色岩のブロックを含み,全 体に著 しく摺曲 している.石

灰岩ブロックか らはペルム紀のフズリナ類,層 状チャー

トに密着する珪質泥岩か ら三畳紀後期の放散虫化石を産

する.姫 路市北部では,泥 岩と砂岩ブロックを含む泥岩

を主と し,石 灰岩 ・チャー トのブロックを含む.石 灰岩

から石炭紀とペルム紀のフズリナ,含 化石石灰岩を來む

黒色粘板岩か ら三畳紀後期の放散虫化石を産する(後藤,

1986).

(7)領 家帯

領家帯の変成岩は非変成の丹波帯 ・美濃帯のジュラ紀

付加体から漸移 し,多 くは泥岩 ・砂岩 ・チャー トを源岩

とし,変 成度の上昇に伴い,片 理構造が明瞭化,変 成鉱

物が粗粒化 し,黒 雲母粘板岩 ・黒雲母片岩 ・黒雲母片麻

岩が出現する.こ のほか,塩 基性岩起源の片状緑色片岩・

変輝緑岩 ・変ハソレイ岩,さ らに少量であるは,石 灰岩

源のざくろ石に富む石灰質変成岩もみ られる.

兵庫県では,六 甲山の布引花崩閃緑岩以南と淡路島が

領家帯に属すが,ほ とんどが花崩岩類か ら成 り,変 成岩

はその捕獲岩 としてわずかに産す るにす ぎない.堆 積岩

第21図 龍 野 市 南 山地 域 の 地 質 図(後 藤,1986を 一 部 変 更 ・簡略

化).1:石 英閃緑 岩,2:花 崩 岩,3:溶 結凝 灰岩(相 生層 群),

4:南 山層,5:龍 野 層群 中部 層,6:南 山層 の チ ャー トブ ロ ッ

ク.7:龍 野 層 群 下部 層.

第22図 姫 路地 域 の地 質 図(後 藤,1986を 一 部 変 更 ・簡 略 化).

1:流 紋 岩 質 火 砕 岩 類(広 峰 層群),2-5:南 山 層群(2:砂 岩

ブ ロ ッ クを伴 う泥 岩,3:チ ャー ト,4:泥 岩,5:石 灰 岩),

6:岩 脈.

起源の黒雲母片麻岩～片岩は最大層厚100mで 東西に延

びた数個の レソズ状捕獲岩体と して津名町塩尾南方の海

岸沿いに分布 している(高橋ほか,1992).変 成岩の片理

構造はほぼ東西で,周 囲の花崩岩類のそれ とほぼ平行か,
一一部でやや斜交 し

,鏡 下では ミロナイ ト化の影響が認め

られる(高橋ほか,1992).そ れらの多 くは縞状チャー ト

と泥質岩を源岩とし,珪 線石一きん青石一白雲母一黒雲

母一石英の組み合わせから成るが,不 純石灰岩や塩基性

凝灰岩を源岩とする変成岩 もしられている(中 島ほか,

1985).後 者は諏訪 ・濡木(1968)の 片状角閃岩に相当す

る(中島ほか,1985).ま た,中 ～粗粒角閃岩に密接に伴っ

て熱変成 ミロナイ トも報告 されてい る(諏 訪 ・濡木,

1968).塩 尾南方のほかでは,堆 積岩起源の変成岩は津

名町興隆寺南方か ら花崩岩質砂岩源と考えられる黒雲母

片麻岩(中 島ほか,1986)と 津名町摩耶山南東方からの黒

雲母片岩(高 橋ほか,1992)が しられている.

淡路島中 ・北部には,他 の領家帯と同様に,花 崩岩類

に貫入または捕獲 された中 ・小のハソレイ岩体や輝緑岩



が点在分布する.こ れらは角閃石ハソレイ岩を主体 とし,

ノー ライ ト(吉澤,1949)・ 中～粗粒角閃岩 ・細粒角閃岩

(諏訪 ・濡木,1968)・ 塩基性貫入岩起源の変角閃石ハソ

レイ岩 ・変輝緑岩 ・石英閃緑岩質岩(中 島ほか,1985;

1986)を 伴う.

(8)三 波川帯

三波川帯は秩父帯の ジュラ紀～白亜紀初期の付加体構

成岩を源岩 とし,各 種変成岩類の放射年代値が90Ma前

後に集中していることなどから白亜紀初期以降に変成場

から開放されたと考えられる.

兵庫県では,沼 島にのみ三波川変成岩の分布が しられ

ている.沼 島南西方に泥質片岩が,北 東部に塩基性片岩

が分布 し,走 向はほぼ東西で,北 東部は北傾斜するが,

南西部では傾斜は一定せず,両 者は断層で接すると考え

られている.泥 質片岩は石英 ・絹雲母 ・石墨を主成分 と

する黒色千枚岩 ・黒色片岩から成 り,片 状砂岩 ・珪質岩・

石英片岩を來む.塩 基性片岩は主として緑簾石絹雲母片

岩 と緑簾i石緑泥石曹長石片岩(点 紋緑色片岩)か ら成 り,

紅簾石絹雲母石英片岩の薄層を來む.紅 簾i石絹雲母石英

片岩は連続性に富むが,時 には紅簾i石をほとんど失い,

石英片岩に移化 している(平山 ・田中,1955;池 辺,1961).

先 白亜系 基盤 岩 類 の地質 大構 造

これまで述べてきた周辺域を含めた兵庫県各地におけ

る先 白亜系基盤岩類の地質構造,露 出分布の概略(第3

図),西 南 日本内帯全体の地体構造,付 加プ リズムの形

成機構などを考慮に入れ,形 成期 と形成過程について触

れながら丹波帯以北の地質大構造を議論する.こ こでは,

3本 のルー ト:宮 津一篠山一川西(A--A');関 宮一加古

川(B-B');若 桜一相生(C-C')を 設定 し,丹 波帯以北

の地質構造概念図と同断面図を示 し(第23図),各 測線ご

とに先白亜系 ・岩体の=構造的累重関係を考察 し,最 後に

丹波帯以北のそれ らの地質大構造を総括する.

(1)A-A'断 面(宮 津一篠山一川西)

地表 レベルでは,北 から南へ,大 江山オフィオライ ト

(大江山岩体)→ 秋吉帯(下 見谷層)→ 舞鶴帯→超丹波帯→

丹波帯→超丹波帯→丹波帯→超丹波帯→丹波帯が分布 し

ている.大 江山岩体の北には新生代の被覆層に被われ,

おそらく秋吉帯または三郡帯あるいは両地帯が分布 し,

さらに北方の日本海では構造線を介 して飛騨帯 と接 して

いると思われる.

大江山岩体は北傾斜の断層で下見谷層と接 し(Kurokawa,

1985),北 近畿周辺では大江山オフィオライ トが先白亜

系ナップの最上位の構成メソバーと考えられる(Ishiwatari,

1990).ペ ルム紀中世後期か ら新世における秋吉礁一海

山複合体の衝突一崩壊過程(SanoandKanmera,1991)

や舞鶴 層群 中部層 の石灰岩礫 か ら産す るフズ リナ類

(Nogami,1959)は 秋吉帯のペルム紀付加体の石灰岩ブ

ロックか ら産するそれ らに共通 していることなどから推

察す ると,秋 吉帯の付加体はペルム紀中世以降急速に隆

起 ・陸化 し,削 剥を受け,舞 鶴帯の陸棚相ペルム ・三畳

系の石灰岩礫の一部は秋吉帯の石灰岩 ブロックに由来す

ると考え られる.ま た,下 見谷層と志高層群との一部不

整合関係(鈴 木,1987)は 秋吉帯のペルム紀付加体 と舞鶴

帯のペルム ・三畳系陸棚相の初生的な層序関係を示す も

のとみなされ,今 日み られるような帯状配列の形成過程

を論ずる際に重要である.西 南 日本内帯のナップ構造の

構成 と形成期から判断すると,秋 吉帯は少な くとも篠山

層群堆積前に舞鶴帯に衝上 したといえるが,既 にペルム

紀中期には両帯は地理的に極めて接近 していたと考えら

れる.舞 鶴帯の内部構造については,夜 久野岩類か ら成

る北部貫入岩体 ・北帯 ・南帯の間に陸棚相から成る志高

帯 と中帯が存在 し(中沢,1961a),大 局的には志高帯 と

中帯が向斜部にあたる複向斜構造をつ くっていると考え

られるが,よ り詳 しい構造については不明である.従 来

の地質図には舞鶴帯の帯状=構造を胴切 りにす る多数の高

角断層が示されているが,そ れ らの多 くは衝上性の帯状

構造に平行する断層 とは異なり,舞 鶴帯ならびに周辺の

全体構造を支配 していない.舞 鶴帯は超丹波帯に衝上 し

ている.

福知山から篠山盆地一・帯に分布す る超丹波帯と丹波帯

の構成 メソバーは基本的には,上 下を低角逆断層により

境された数階建ての衝上地塊(ス ラス トシー ト)から成る

ナップ構造をつ くっている.こ の基本構造は,さ らに,

摺曲波面がゆるやかで東西方向の摺曲軸を有するシソフォー

ム ・アソチフォームを繰 り返 しているために入り組んだ

分布形態をとりながら同一の構造ユニ ットが南北方向に

幾度か繰 り返す.よ って,構 造的下位のユニッ トはアソ

チフォーム部に,構 造的上位のユニ ットはシンフォーム

部に位置 し,こ の地域全体における=構造的な対比が可能

である.能 勢～猪名川～川西に至るルー トでは,丹 波帯

の主要分布域に超丹波帯が孤立分布 している(松浦ほか,

1995).さ らに南東方の六甲山周辺では,神 戸市衝原湖

南方にはペルム紀石灰岩 ブロックが しられ(工 藤 ・菅原,

1963),雄 岡山 ・雌岡山とその付近にはホル ソフェルス

中に大小の緑色岩ブロックが分布 していることから,領

家帯に接近 した丹波帯の一部 もII型地層群か ら成ると考

えられる.そ れゆえ,篠 山盆地周辺に明瞭な超丹波帯と

丹波帯のシソフォーム ・アソチフォーム構造はより南方

の領家帯との境界部付近にも及んでいるといえ,水 平に

近い摺曲波面が想定される.

下部白亜系篠山層群は超丹波帯と丹波帯のシンフォー

ム ・アソチフォーム構造に参加 しているが,下 位の付加

体とは地層の成層状況 ・変形様式がおお きく異なり,超



第23図 兵庫県とその周辺域における丹波帯以北の地質大構造概念図とその地質断面の概念図.

丹波帯を不整合に被っている.ま た,上 部白亜系有馬層

群は篠山層群を不整合に被い,か つ基盤岩のシンフォー

ム ・アソチフォーム構造に参加 していない.そ れゆえ,

超丹波帯の付加体は篠山層群堆積前に陸化 し,有 馬層群

堆積前にナップの基本構造が形成 されたと考えられる.

(2)B-B'断 面(関 宮一加古川)

北か ら南へ,大 江山オフィオライ ト(関宮岩体)→ 三郡

帯C(変 成年代が石炭紀の三郡変成岩の分布域)→ 舞鶴帯

→超丹波帯→丹波帯→超丹波帯→舞鶴帯→超丹波帯→丹

波帯(地 表では露出しない)が 分布 していると考えられる.

関宮岩体は三郡帯Cと その南の舞鶴帯北縁の夜久野岩類

に衝上 している(石渡,1989).関 宮岩体北方の北但層群

分布域の地下には,A-A'断 面 と同様に,秋 吉帯または

三郡帯,あ るいは両地帯が潜在 していると思われる.



舞鶴帯主要分布域では,構 造的下位の千枚岩質層がフェ

ソスター状に顔を出 しているとみなされる.こ の千枚岩

質層は超丹波帯に属するものと考えられている(lshiga,

1990).朝 来町の舞鶴帯 より南側のルー トでは,市 川町

南部～加西市西部の一部に丹波帯 ・超丹波帯 ・舞鶴帯に

属すと考えられる基盤岩が露出 しているほかは,広 域に

わた り主として白亜紀後期の火山岩類に覆われている.

北条図幅域の丹波帯では篠山盆地周辺 と同様に1型 地層

群 とII型地層群から成るシソフォーム ・アンチフォーム

構造が解析 されている(尾崎ほか,1995).

加西市西部の剣坂付近の夜久野岩類 とさらにその北西

約20kmの 安富町末広付近からの フズ リナ(Lepidolina)

を含 む粗粒砂岩 と三畳紀最初期 のア ンモナイ ト化石

(NakazawaandShimizu,1955)が 由来 した夜久野層

群相当層は確実に舞鶴帯に属す る.こ の2地 点間及び周

辺に分布する基盤岩(lshiga,1990)は 超丹波帯に属 し,

超丹波帯の周囲(外側)に 丹波帯が分布 していると考えら

れる.ま た,こ れら3帯 の構造的累重関係 もA-A'断

面 と同様に,下 位から丹波帯→超丹波帯→舞鶴帯の順に

重なっていると考えられる.以 上のことか ら,こ の舞鶴

帯に属する2地 点を結ぶ線上に向斜軸を有するシソフォー

ム構造を想定すると,孤 立分布す る舞鶴帯はクリッペと

みなされ境界は不明であるが,シ ンフォーム部にあたる

超丹波帯は舌状分布を示 し,北 東側と南東側に分布する

丹波帯の構造的上位に重 なっていると考えられる.A-

A'断 面の猪名川地域のシソフォーム部は超丹波帯だけ

か ら成るのに対 し,B-B'断 面では,さ らにその上に舞

鶴帯がのっていることにな り,A-A'断 面よりもゆるい

ほとんど水平な摺曲波面を描 くナップ構造が考えられる.

(3)C-C'断 面(若 桜一相生)

このルー トの北部にあたる鳥取県東部か ら岡山県北東

部には,B-B'断 面ではみられない三郡変成岩や弱変成

のジュラ紀付加体が分布 し,北 から南へ,若 桜岩体→志

谷層→角谷層→八東層→智頭層→大原層に区分 されてい

る(上村ほか,1979;早 坂,1987).A-A'断 面,B-B'

断面との比較や舞鶴帯以北の地質構造 を考察するため,

これ らを要約する.

若桜岩体:前 述 したように,オ ル ドビス紀の放射年代

を示す大江山オフィオライ トのメンバーであり,南 側の

志谷層に衝上 している.

志谷層:北 にゆるく傾斜 し,こ の地域の三郡変成岩の

なかでは変成度が最も高 く(上村ほか,1979),泥 質岩の

白雲母のK-Ar年 代 とRb-Sr年 代は279-294Maで あ り,

三郡変成岩のなかでは最 も古い年代 グループに属する

(柴田 ・西村,1989).

角谷層:全 般的に強いせん断変形を受け,北 側の志谷

層 と南側の八東層 と断層関係にある(上村ほか,1979).

チャー トブロックは三畳紀初期 とジュラ紀最初期の,泥

岩は ジュラ紀(?)の 微化石年代を示 し,丹 波帯の1型 地

層群類似層 と考えられる(早坂,1987).

八東層:北 部に分布する岩石ほど再結晶化が進み,片

理が発達 している.花 崩岩周辺の角谷層や八東層,そ の

南側の智頭層はほぼ全域において熱変成をうけているが

(上村ほか,1979),八 東層の泥質片岩の白雲母のRb-Sr

年代は,最 古のもので174Ma(ジ ュラ紀中期)を 示す(柴

田 ・西村,1989).ジ ュラ紀の放散虫を含む泥岩や三畳

紀初期の コノドソ トを産す るチャー トなど一部の弱～非

変成層を除いた八東層は緑色片岩の変成鉱物か ら三郡変

成作用 と同程度の低温高圧変成を受けたと考えられてい

る(早坂,1987).

智頭層:八 東層の下位に位置 し,八 東層 よりも変形 ・

再結晶の程度はかな り弱 く,丹 波帯1型 地層群と類似の

岩相か ら成 り,ジ ュラ紀の付加体 とみなされる(早坂,

1987).主 に珪質千枚岩を來む泥質千枚岩から成 り,上

村ほか(1979)や 早坂(1987)は 智頭層が三郡帯に属す と考

えたが,変 成度の低い泥質岩からジュラ紀の放散虫を産

することから早坂 ・原(1987)は 中国地方のチャー トー泥

岩相に対比 した.

大原層:下 半部の泥質片岩 と上半部の緑色岩類か ら成

り,三 郡変成作用をうけている.断 層を境に して南側の

夜久野岩類と接 している.

千種町付近の兵庫一鳥取一岡山県境域は大規模な花崩

岩体(沖 ノ山岩体)に貫入されているが,他 のルー トと同

様にこの岩体の存在を無視 し,西 側に分布する基盤岩類

を延長 して考えると,C-C'断 面では北か ら南へ,大 江

山オフィオライ ト(若桜岩体)→ 三郡帯C(志 谷層)→ 丹波

帯(角 谷層)→ 三郡帯A(八 東層の大部分)→ 丹波帯(智 頭

層)→ 舞鶴帯→超丹波帯→丹波帯→超丹波帯→舞鶴帯→

超丹波帯→舞鶴帯→超丹波帯→丹波帯が分布 していると

みなされる.

角谷層 ・八東層 ・智頭層は産出微化石か ら明らかなよ

うに丹波帯構成層とほぼ同時代のジュラ紀の付加体であ

ると考えられ,丹 波帯構成層よりも強い変形 ・変成作用

をうけている.角 谷層 と智頭層は丹波帯の1型 地層群 と,

八東層はII型地層群 と類似の岩相から成る(早坂,1987).

しか しながら,角 谷層 と八東層の年代は丹波帯の1型 地

層群 とII型地層群の年代 よりもやや古いと考えられてい

る(早坂,1987).そ れゆえ,角 谷層 ・八東層 ・智頭層の

遠洋性の堆積物は丹波帯構成層のそれと同 じプレー トに

載 ってジュラ紀の海溝に近づいてきたが,前 者の方がよ

り先に,よ り深 く沈み込み,よ り深所で付加 したために,

より強い変形 ・変成作用を うけたとみなされる.舞 鶴帯

主要分布域以北のジュラ紀付加体,角 谷層 ・八東層 ・智

頭層(以 後,こ れら3層 を便宜上,「 北側のジュラ紀付加

体」と仮称す る)が非変成の丹波帯とともに現在地表 レベ

ルに達 していることは,「 北側の ジュラ紀付加体」が南側



の丹波帯の非変成 ジュラ紀付加体 よりも隆起 ・上昇が著

しく,「北側のジュラ紀付加体」の構造的上位層が削剥 さ

れた結果 とみなされる.削 剥された構造的上位層は,丹

波帯の ように,超 丹波帯構成層の ようなペルム紀付加体

やその他の非変成の地質体であったか否かは不明である.

大原町北部 と佐用町北部では,三 郡帯B(変 成年代が不

明な三郡変成岩の分布域)の 変成岩が舞鶴帯に衝上 して

いることから考えると,む しろ北方から低角衝上 してき

たであろう三郡帯Bま たは三郡帯Cに 属する変成岩の方

が可能性が高いと思われる.こ れに対 し,舞 鶴帯の構造

的下位には,B-B'断 面から推測 されるように,超 丹波

帯,そ してその下位に非変成のジュラ紀付加体か ら成 る

丹波帯が位置 していると思われる.

この ように考えると,舞 鶴帯の北限域にあたる千種北

方を境に して,南 側では構造的下位から上位へ,丹 波帯

→超丹波帯→舞鶴帯→大原層(三 郡帯B)の 順に重なるの

に対 し,北 側では付加体形成時に南側の丹波帯のジュラ

紀付加体 と連続 していたはずの変成(八 東層),弱 変成

(智頭層),お よび非変成(角 谷層)の 「北側のジュラ紀付

加体」は超丹波帯 と舞鶴帯への構成層を欠き,三 郡帯B

またはCの 高圧変成岩に直接被われていたことになる.

変形 ・変成度のほか,地 帯の構造的累重関係の違いから

も「北側の ジュラ紀付加体」分布域 と舞鶴帯の間に大きな

構造的ギャップが存在す ることにな り,「北側のジュラ

紀付加体」分布域は舞鶴帯以南よ りも上昇 ・削剥量が大

きく,地 殻のより深部が顔を出していると解釈される.

この上昇域を智頭 ドームと呼ぶ(第15図).現 在,地 表 レ

ベルでみ られる智頭 ドームの分布幅(=「 北側のジュラ紀

付加体」分布域の南北距離)は25kmに 満たないが,北 側

と南側のジュラ紀付加体の変形 ・変成度,地 質構造など

の顕著な違いか ら推定されるように水平方向の短縮の結

果であり,上 昇前の智頭 ドームの分布幅は少な くとも現

在の数倍 くらいに達 していたであろうと考えられる.

最北部に分布す るジュラ紀付加体(角 谷層)と 三郡帯C

の志谷層 とでは変成度が大きく異な り,地 質年代 もかげ

離れていることから,「北側のジュラ紀付加体」と舞鶴帯

構成層 との間,す なわち千種北方付近で推定されるより

もはるかに大きな構造的ギャップが存在す る.関 宮岩体

南側の衝上断層(石 渡,1989)や,志 谷層が北側にゆるく

傾斜 していること(上村ほか,1979)な どから若桜岩体 と

志谷層,志 谷層 と角谷層はともに北傾斜の衝上断層で接

し,先 白亜紀の基盤岩類のナップ構造に参加 していると

考えられる.し か しながら,若 桜岩体 と志谷層は「北側

の ジュラ紀付加体」に対す る構造的ギャップの大きさか

ら考えると,元 来は大規模な衝上運動あるいは横 ズレ運

動により移動 してきた外来性のユニッ トである可能性が

強いと思われる.

このルー トの南側を含め,西 播地方の舞鶴帯主要分布

域以南では,地 帯と地帯の境界はB-B'断 面と同様に,

ごく大まかな トレース しかできないが,超 丹波帯の主要

分布域に丹波帯や舞鶴帯がいくつか島状に分布 している

と思われる.こ のルー トで も,他 のルー トと同様に,初

生的には構造的下位から上位へ,丹 波帯→超丹波帯→舞

鶴帯の順に重なっていたと仮定す ると,山 崎付近の丹波

帯はフェンスターに,主 として夜久野岩類から成る舞鶴

帯はクリッペに相当し,南 北にゆるい摺曲波面を描 くナッ

プ構造が考えられる.こ れに加えて,西 播地方では東西

方向のゆるいうね り構造が推定 される.す なわち,摺 曲

軸その ものも直線的ではな く,東 または西にゆるく傾い

ているため,同 一地帯が東西方向に連続せず,数 回断続

的に分布 していると思われる.こ のようなことから,丹

波帯 ・超丹波帯 ・舞鶴帯の高次オー ダーの摺曲波面は南

北だけではな く,東 西方向でも水平に近いと考えられる.

ま とめ

兵庫県とその周辺域における先白亜系基盤岩類の地質

を総括 し,3本 のルー トでそれぞれのマクロな地質構造

を推論 してきた.地 表 レベルでの地帯の出現順序はそれ

ぞれのルー トで大きく異なり,特 にC-C'断 面の北側で

の他のルー トとの違いは著 しい.3本 の地質断面の構造

解析か ら丹波帯以北の基盤岩類の地質大構造は以下のよ

うにまとめられる.

(a)先 白亜紀の基盤岩類は全体 として1つ の大きなナッ

プ構造をつ くっている.

(b)篠 山盆地周辺の丹波帯や超丹波帯では,ナ ップの

詳 しい階層構造が解析されている.こ の結果を他の地域

に適用 し,各 地帯の分布状況から推定す ると,舞 鶴帯以

南では南北,東 西,両 方向ともほとんど水平な摺曲波面

が描かれ,構 造的下位のユニ ットはフェソスター,構 造

的上位のユニ ットはクリッペとみなされる.舞 鶴帯以北

でも,南 部と変形様式を異に しているが,同 様に高次オー

ダーではゆるい摺曲波面が描かれる.

(c)西方に移行す るに したがい,大 江山オフィオライ

トと舞鶴帯 との分布上での隔た りは大 きくな り,兵 庫一

鳥取一岡山県境域では,兵 庫県一京都府境域では見られな

い変成岩類や弱～非変成のジュラ紀付加体が広 く分布 し

ている.

(d)舞 鶴帯の構造的下位に位置する地質体を超丹波帯

のメソバーと即断できない.衝 上断層などによる構造的

ギャップや地域的な上昇量の違いにより,丹 波帯あるい

は変成 されたジュラ紀付加体に属する可能性 もある.朝

来一青垣地域の朝来山南方では舞鶴帯の夜久野岩類が丹

波帯のII型 地層群 と接 している.

(e)大 江山オフィオライ トと志谷層(三 郡帯C)は 全体

のナ ップ構造に参加 しているが,「 北側のジュラ紀付加



体」に対す る構造的ギャップが大 きい ことか ら,ナ ップ

構造形成前に,大 規模な衝上運動あるいは横ズレ運動に

よって移動 してきた外来性の地質体と考えられる.

(f)3本 のルー トの構造的累重関係を合成 しナ ップの

衝上地塊の構成を敢えて推測するならば,基 本的には構

造的下位か ら上位 に向かい,非 変成の ジュラ紀付加体

(丹波帯)→ 弱変成のジュラ紀付加体(智 頭層 と角谷層)→

変成 した ジュラ紀付加体(三 郡帯Aの 八東層)→ ペルム紀

付加体(超丹波帯)→ペルム ・三畳紀陸棚相と夜久野オフィ

オライ ト(舞鶴帯)→ 変成年代不詳の三郡変成岩(三 郡帯

B)→ ペルム紀付加体(秋 吉帯)→ 変成年代が石炭紀の三

郡変成岩(三 郡帯C)→ オル ドビス紀の超塩基性岩(大 江

山オフィオライ ト)の順になっていたと思われる.プ レー

ト収束域での付加 プリズムの形成機構などから考えて,

現在地表 レベルで識別されるように,丹 波帯→超丹波帯

→舞鶴帯→秋吉帯の相対的な構造的累重関係は容認され

ると思われるが,そ の他については分布域が異な り,相

互の関係を直接議論する地質学的資料に乏 しいため断定

できない.三 郡変成岩の源岩の年代 ・岩相,変 成作用を

受けた時期,三 郡帯 と他の地質体 との構造関係の究明な

どが今後の課題である.

(g)ナ ップ構造形成に関わる造構運動は篠山層群堆積

時の白亜紀初期まで継続 していたが,白 亜紀後期の酸性

火成活動の開始時にはほぼ終結 し,ナ ップの基本構造が

完成 したといえる.
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